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※概要（Summary ）：

特殊磁性体材料の逆磁歪効果を使った発電デバイス

としての高効率発電を目標に構造体の最適化につい

て検討した。

（１） 試作レベルで用いられる模型による性能予測

（最適化、共振周波数の確認）。

特殊磁性体材料の優位性について、模型を使

用した実験と評価を行う。

（２）電気的特性の評価

発電特性について特に電力に関して評価する。

※実験（Experimental）：

実験は、以下の装置を使用して行った。

・キーエンス社製 VE-7800

※結果と考察（Results and Discussion）：

図１に今回最終的に試作した模型を示す。

円筒形の特殊磁性体にコイルを巻き、それをエポキシ

樹脂でアクリルパッケージに埋めた構造を作製し、別

途アクリルで蓋を作りかぶせる構造とした。力は蓋を

簡易打刻機（図２）で周波数を可変して加えることと

した。
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図 2：簡易打刻機

図 1：磁性体材料を組み込んだ模型
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周波
３に代表的な出力波形と周波数依存性を示す。図か

明らかなように、逆磁歪効果による発電電圧は打刻

よる周波数に応じて大きくなる。本模型の場合、代

的な最大出力電圧はP-P で 0.6～0.7V 程度であった。

その他・特記事項（Others）：

・今後の課題

P-P で２V 程度は稼げないと外部でなんらかの装置

図３：代図３：出力波形と周波数依存性図３：出力波形と周波数依存性
稼働させるにはパワー不足であるので、模型の構造

び磁性体の材質等についてさらなる検討を要する。
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